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　連日の猛暑、酷暑が続くこの夏ですが、地域の皆様にはお変わり

なくお過ごしでしょうか。私が本年4月1日付で大津赤十字志賀病

院の病院長を拝命いたしまして、早や3か月が経ちました。改めま

して、ここに院長就任のご挨拶を申し上げます。

　大津赤十字志賀病院は2002年の開院以来、まもなく四半世紀

という大きな節目を迎えようとしています。その設立の経緯を振

り返りますと、国立療養所比良病院の閉鎖に際し、地域の皆様から

寄せられた3万名近い署名という、極めて重い期待と信頼の上に

成り立っていると伺っております。以来、当院は大津赤十字病院の分院として、最先端の医療を湖西地域

の皆様へお届けすることを使命とし、職員一同邁進してまいりました。

　しかし、四半世紀という月日を経て、世の中は大きく変化しています。いわゆる団塊世代（ベビーブー

ム世代）の皆様が後期高齢者となることにより生じる「2025年問題」がすでに現実のものとなる中で、こ

れからの地域医療は、一つの病院がすべてを担うのではなく、地域の医療機関同士が役割を分担し、協力

し合う仕組み（地域医療構想）へと移行しています。その中で当院は、湖西地域における医療の最前線を

支える病院として、これまで以上に重要な役割を求められています。

　私自身はこれまで、消化器内科・消化器内視鏡の専門医として、京都大学附属病院や神戸市立医療セン

ター中央市民病院を経て、2010年からは大津赤十字病院で高度な救急・急性期医療に取り組んでまいり

ました。あわせて、総合内科専門医として幅広い内科診療を行いながら、若手医師・研修医や医学生・看護

学生の育成にも力を注いできました。今後はこれまでの経験を生かし、地域医療の最前線で、急な病気

（急性期）から、リハビリ（回復期）、そして長期の療養（慢性期・療養期）まで、途切れることなく一貫して

皆様を支える「総合診療の場」としての病院づくりを目指してまいります。

　開設25周年を前に、医療は大きな転換点を迎えていますが、「地域に必要とされている」という自負こ

そが、当院の活動の原動力です。当院の職員は、地域の皆様に信頼され、愛され、選ばれる病院を目指し、

医療のプロフェッショナルとして一丸となって地域に貢献していきたいと考えております。当院が明る

く住みよい地域の街づくりに貢献できるよう精進してまいりますので、今後とも大津赤十字志賀病院に

対しまして、皆様からの温かいお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

　まだまだ猛暑が続きますので、体調の変化を感じました際にはご遠慮なく当院へお声掛けください。

皆様のご健康をお祈りいたしまして結びとさせていただきます。

院長就任のご挨拶

大津赤十字志賀病院　病院長　　河南　智晴
 かわなみ　　ちはる



診療受付時間
午　前 ● 8時30分 ～ 11時30分
午　後 ● 12時00分 ～ 15時00分
※但し、緊急を要する患者さんにつきましては随時受付しております。

※一部の専門外来及び健診・ワクチンのみ対応（完全予約制）

※当院では、紹介状なしで受診された
　患者さんに対して特別な負担金は
　徴収しておりません。ご案内

　４月29日（水・祝）に病院敷地内の清掃奉仕活動

「ひのきしん」を天理教の方と当院の職員合わせ

て120名で実施しました。小さい子どもさんか

ら、お年寄りまで様々な世代の方々に一生懸命作

業していただきました。草引きや落ち葉の清掃な

ど、熱心に取り組んでいただいたおかげで、敷地

内の環境がより一層整いました。ご参加いただい

た皆様の温かいご奉仕に深く感謝申し上げます。

ひのきしん

　5月12日は、ナイチンゲールの誕生日にちなみ制定された「看護の日」です。当院でも、地域の方か

ら親しまれる病院として、看護の日イベントを開催いたしました。

　「飲み込みやすい食事紹介」「足の爪や指のお手入れ困りごと相談」「骨を強くする栄養と運動紹介」

「関西万博赤十字パビリオン動画上映」の４カ所のブースに参加していただきました。嚥下食（病院

食）の展示や栄養食品の試供、誤嚥しにくい姿勢の説明を受け、「家族の介護の参考となった」といっ

た感想や、初めて飲むとろみ茶に「お茶じゃないみたい。飲みにくいですね」と率直な感想をおっしゃ

られた方、骨粗鬆症の年代になり興味をもち、話を聞かれる方や、巻き爪や肥厚で手入れを悩んでお

られる方など、たくさんの患者さんやご家族とふれあい、一緒に考えることができました。上映では

「何かできることってすごいですね」と感動されていた方もおられました。看護の日をきっかけに、

テーマである看護の心・ケアの心・助け合いの心を育むことを分かち合える大切な一日となりました。

外来看護師長　　藤原　悦子
ふじわら　　 えつこ

看護の日看護の日看護の日

清掃奉仕活動

えんげしょく

ごえん


